
 
 
 
旧年中は大変お世話になりました。おかげさ

まで、学童クラブの運営や各種イベントの開催

を通じ、さまざまな交流を重ねることができま

した。 
今年も日々の生活を大切に、人と人がつなが

る場を築いていきたいと願っております。引き

続きご支援のほど、よろしくお願い致します。 
 

さて、さる 04 年 11 月 27 日、ねばぁらんど

は第２期総会を開催致しました。今回、職員も

参加しメッセージを発信してくれました。それ

ぞれ個性豊かな発言で、私はそのパワーに驚く

やら圧倒されるやら。「人が財産」を心から実

感したひとときでした。 
新年にあたり、その時の職員の声（編集：百

田）をお届けすることで、ご挨拶に代えさせて

頂きます。 
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●佐野（新松戸） 法人化されるにあたって、

あれこれ心配してくれる人もいましたが、とて

も仕事がやりやすく、何の心配もない毎日です。

迷って相談しても必ず「だいじょうぶ。」と言

ってくれるので、何にでもチャレンジできる環

境です。 
 
●山崎（新松戸） 初めはただ「子どもが好

き」という思いで仕事を選びましたが、子ども

達のパワーや責任感、保護者や学校との関わり

に四苦八苦する毎日でした。今は、ベテランの

先生方に囲まれ、悩みを共有しながら、安心し

て働いています。 
 
●竹中（あかしあ） 以前勤務していた児童

館に、遊びに行きました。そこには、体育館や

工作室、音楽室と、いろいろな部屋があるのに、

子ども達が遊ぶのは、階段や廊下のすみ。児童

館の中に下町があるようで、子どもの力に圧倒

されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●大月（あかしあ） 利用を希望して面接に

来たけれど、利用料が高いという理由で、その

まま利用しなかった人が何人かいます。その子

ども達の様子を、耳にすることがあるけれど、

私に何ができるのかと思うと、悲しい思いでい

っぱいです。 
 
●粂川（ひまわり） 小金からひまわりに異

動して、自分も相棒もひまわりのことは何もわ

からない状態でのスタート。不安だらけだった

けれど、今は、子ども達と一緒にゼロから始め

ればいいんだ、と肩の力が抜けるようになって

きました。 
 
●濱田（ひまわり） 自分の子ども時代を振

り返ると、学校でも家庭でも「優等生」で、な

かなか本音を出せませんでした。学童を知って、

ここは子どもにとって、本音でいられる素晴ら

しい場所なんだと感じて、大切にしていきたい

と思います。 
 
●山口（幸谷） 学童はただ、共働きの子ど

もを預かる場、と思っていましたが、もっとす

ごい所でした。子ども同士がタテの関係を築き、

大人も関わり、見守る。学童の子どもだけでは

なく、他の子にもこんな体験をさせてあげたい

です。 
 
●駒野（幸谷） 幸谷は来月、新しい施設に

移ります。素晴らしいところです。引っ越しで

忙しいさなかですが、この場所を使っていろん

なことをやってやろうと企んで、うきうきして

います。これから何をするのか、期待していて

下さい。 
 
●滝本（小金） 学童の仕事は、子どものこ

とはもちろん、保護者との関わり、事務のこと、

いつもいろいろなことがいっぱい、いっぱい起

こります。そんな中、予算の範囲内で職務を達

成できた時は、本当に嬉しかったです。 
 
●川村（小金） 自分が学童の保護者だった

とき、学童にＯＢの中学生がよく遊びに来てい

ました。その子がある日、私に夢を語ってくれ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

たのが忘れられません。親にとって、他の子ど

もと触れ合うことも、大切な経験だと思います。 
 
●湯浅（栗っ子） 経験を積むごとに、こん

なに責任の大きい仕事はないと思うようにな

りました。さまざまな状況の子ども達がいます

が、学校が協力的で、ひとりひとりの子どもの

ことを相談し、助けて頂いています。 
 
●角田（栗っ子） 自分は、社会経験も浅く、

こういう席に出る機会もありませんでした。今

はまだ話を理解するので精いっぱいですが、い

ろいろな場にどんどん積極的に参加して、勉強

を重ねていきたいと思います。 
 
●大川（松飛台） 学童。こんな世界がある

とは知らなかったので、驚くことばかりです。 
子ども達は、保護者の前と学童とでは見せてく

れる姿が違います。そのことを、保護者にどこ

まで伝えるのか、どう伝えるのか、が大きな課

題です。 
 
●原（松飛台） 自分の子どもが小学生時代

は、学童が学校にあるにもかかわらず、無関心

だったような気がします。今は、働く親、そし

て子どもの姿を見て、みんな一生懸命生きて、

頑張っているのですね。私も共に励まし共感し

たいと思います。 
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いかがでしたか？ 
年齢もキャリアも環境もさまざまな職員。そ

れぞれが自分をさらけだして、子ども達と向き

合っているからこそ、の言葉だと感じました。

等身大の視点や表現が、胸に響きました。 
 
「私たちは、ひとりひとりが、かけがえのない

存在です。」 
「誰もが、ありのままに、その人らしく、暮ら

していくことが大切です。」 
 
私が、ねばぁらんどを通じてすべての子ども

に伝えたいのは、このことです。 
そのためには、私たち大人が「かけがえのな

い存在」として、自信と誇りを持って暮らして

いなければ、子ども達にメッセージは伝わらな

いでしょう。 
「自分らしい生き方」をしている大人が、子

どもに「そのままで大好きだよ（＝受容）」と

伝えることが、子どもの「生きる力」を育むと

考えるからです。 
 
ねばぁらんどの職員（もちろん私も理事も会

員も！）は、それぞれの方法でこのメッセージ

をお届け致します。 
 
２００５．１．３ 理事長 百田清美 
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謹んで初春のお喜びを申し上
げます 


